
ICカードは、今や私たちの生活の一部に必ず存在しているものとなりました。
交通系や銀行系、仕事の場面でも社員証やセキュリティカードなど、様々なとこ
ろで使用されています。それを担っているのがHF帯（短波帯）の電波を主に使
用しているRFIDの技術です。
今回は、改めてICカードと、そこにかかわる技術についてご紹介いたします。

自動認識の世界をより身近に
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『ICカードの い・ろ・は』

　2001年11月に東京圏で利用が開
始されたのが、JR東日本のICカード
「Suica」でした。非接触式のICカー
ドで、「タッチ＆ゴー」のキャッチフ
レーズでデビューし、その後、JR各社
のICカード、私鉄・地下鉄系の「PAS-
MO」などが続き、誰もが1枚は持っ
ているくらいに普及しています。
　この交通系のカードの普及によっ
て、「RFIDって何ですか？」という質
問に対し「SuicaやPASMOのように、
電波を利用して情報の読み書きがで
きるシステムのことです」と説明して、
多くの人が理解してくれるようになり
ました。
　もともと磁気カードが使用されてい
た媒体がICを採用することにより、偽
造防止の効果が高まり、2000年前
後から公衆電話のテレホンカードや
パチンコ店のプリペイドカードにも採
用されました。ICカードとネットワー
クを活用した高度なシステム化によ
り、不正利用がかなり難しくなってお
り、高いセキュリティが保たれるよう
になりました。昨今はクレジットカー
ドも非接触ICカードのものが登場し
ており、磁気の部分をス機械に通す
かわりに、かざして認証させることが
できます。社員証がICカード化され、
オフィスに入る際にリーダーに社員証
をかざさないと入れない、というセ

キュリティが導入されている事業所も
多いのではないかと思います。HF帯
のICカードはヒトが持ち、セキュリ
ティが必要とされるところで多く使わ
れています。

　日本のRFID活用はHF帯とUHF
帯が多いですが、その他にも電波法
で定められた周波数帯や規格など、

電波の種類を周波数や特徴で区分
し、その範囲内での利用されていま
す。
　技術的にはHF帯では一般的に電
磁誘導方式が使われており、UHF帯
のように数メートル先のICタグを検知
することはできませんが、水分などに

強く、電波の反射・干渉も少ないた
め、人がICードを手に持って利用す
るのに適しており、UHF帯RFIDの特
長を利用して、主に「モノ」に対しての
活用が広がっています。
　その他、135KHz未満の長波帯は
水分に強いのでペットへの埋め込み

ICカードとRFID
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N F Cリー ダ ライタを 内 蔵した
FeliCa/Mifare両対応のインテリジェ
ントリーダライタです。
幅広い種類のICカードに対応し、スタン
ドアローンモードとコマンドレスポンス
モードの2つの動作モードが選択可能、
PoEを標準装備で設置場所、スタイル
が自由に選択でき、省スペース設計な
ので幅広いシーンで活用可能です。
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表2 ICカードの種類
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（915-930MHｚ）

アクティブ方式

通信方式

・誘導式通信設備

・誘導式読み書き通信設備
　（ARIB STD-T82）

・構内無線局（RCR STD-1）
・特定小電力無線局（RCR STD-29）
・特定小電力無線局（ARIB STD-T81）

・構内無線局（ARIB STD-T106）
・特定小電力無線局（ARIB STD-T107）

・簡易無線局および特定小電力無線局
　（ARIB STD-T108）

・特定小電力無線局（ARIB STD-T92）

ISO/IEC
18000シリーズ

日本の電波法関連規則
およびARIB規格



タグなどで使われています。アクティ
ブ方式はメーターの検針データ送信
に使われたり、野生動物の管理と
いった長い通信距離が必要なケース
で使われています。

　一般的なHF帯ICカードの規格・ブ
ランドにはMIFARE、ISO/IEC14443 
Type A、Type B、ISO/IEC15693、
FeliCa、NFCなどがあります。

　NFC（Near field communication
「近距離無線通信」）が機能として
搭載されているスマートフォンもあり
ます。これらは、前述したFeliCaや
MIFAREなどのICカードをリーダライ
タとして読み書きしたり、スマートフォ
ンがSuicaカードであるかのようにふ
るまったりできます。「NFCタグ」と呼
ばれるタグを使って、スマートフォンの
アプリを起動したり、Bluetooth機器
のペアリングを行うこともできます。

　まだまだ収束が見えないコロナ禍
の中、買い物などのシーンでICカード
による電子決済が改めて注目され、
普及が進んでいます。また、ICカード
の社員証を活用した様々な仕組み
も、今、多くの企業で採用されていま
す。ICカードを利用したソリューショ
ンについて、どんな相談事でもご要望
いただければ、お客様に最適なご提
案をさせていただきます。
　是非、最寄の営業所、または担当
の営業員までお気軽にお問い合わせ
ください。

東京都新宿区新宿1-8-5 新宿御苑室町ビル　
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Fax:092(441)3639
Fax:042(489)9241
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https://www.mars-tohken.co.jp
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都合により内容が変更になる場合がありますので、予めご了承ください。

バックナンバーは弊社ホームページに掲載しております。　　　　　　　　
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多様な規格のICカード

表2 ICカードの種類

図1 非接触ICカード、ICタグ自動エンコードマシン

非接触ICカードやタグなどの出荷までに
必要な工程を自動化。
（共振検査・エンコード・ベリファイチェック・レーザー
マーキング・画像による表裏レーザー印字有無検査等
カスタマイズ可能）

●ISO/IEC14443　Type A ●ISO/IEC14443　Type B

●FeliCa

世界で多く使われている近接型ICカードです。
NXP社の”MIFARE”とよばれるブランド名のチップが代表的な
ものです。
社員証やチケットなどによく使われています。

セキュリティの高いICチップで、日本では免許証やマイナンバーカード
などに使用されています。

ソニー社が開発したもので「Suica」「Pasmo」といった交通系ICカード、
「nanaco」「WAON」といった流通系ICカードでも使用されており、
日本では非常になじみの深いチップです。

他のHF帯のICカードよりは比較的通信距離を長くすることができる
ICチップです。
NXP社のI CODE SLIX やTI社のTag-itといった
ICチップがあります。他のHF帯のICチップが人が手に持つ社員証など
に使用されることが多いのに対して、モノに使用されることが多い規格
です。形状もプラスチックカードだけでなく、工業用に高耐久性のハード
タグやコイン型、リストバンド型といったバリエーションがあります。

ISO/IEC14443
Type A

ISO/IEC14443
Type B

FeliCa

ISO/IEC15693

概要・用途規　格 スマートフォンで
QRコードを読み
取ると、動画再生
サイトにつながり
ます。

※「FeliCa」は、ソニー株式会社の登録商標です。　※Suica・モバイルSuicaは東日本旅客鉄道株式会社の登録商標です。

※PASMO・モバイルPASMOは株式会社パスモの登録商標です。　※MIFARE、I CODE SLIは、NXPセミコンダクターズの登録商標です。

※「nanaco」は株式会社セブン・カードサービスの登録商標です。 　※「WAON(ワオン)」は、イオン株式会社の登録商標です。

※“TAG-IT HF-I”は、Texas Instruments社の登録商標です。


